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1. はじめに

 筆者らは, 身体表現から感情を読み取る際に, 

観察者が表現者の身体のどの部分からそれを受容

しているのかということについて研究を行ってい

る。そこで, 本研究では, アイカメラを用いて観

察者の視線分析 を行うことにより, 身体表現から

印象を受容する際に, 実際, 観察者が表現者のど

の部分に注目しているか(以 下, 注目領域 とする)

を客観的に計測し, 身体表現とその認識 との関連

性について一側面を実証的に明らかにすることを

目的とする。尚, 本研究では, 印象と身体運動 と

の関連性が実証的に明 らかにされている松本の

7-motivesを 素材 として用い, 各Motiveの 印象と

動 き, その注目領域について検討を行 った。

2. 研究方法

2.1 観察者

 K大 学の一般学生計5名(男 子3名, 女子2名)。

2.2 実験手順

 観察者 には, アイカメラ註)を装着した状態で松

本の7-motivesの 映像 を2回 ずつ呈示 し, Motive

ごとにその映像から受容 される印象を各Motive

の名称である 「幸福 な」「厳かな」「鋭い」「流れ

るような」「悲 しい」「さ りげない」「躍動的な」

の中か ら口頭により一語選択を求めた。また, 

Motiveご とにアイカメラのキャリブレーシ ョン

を行い, 測定誤差が最小限になるよう努めた。

3.結 果 と考察

 いずれのMotiveに おいて も, 特徴的に(手 を伸

ばす, 膝 を曲げる等)動 いている身体部分を追跡

する傾向が見 られた(図2-1)。

 次に各Motiveに おける5人 の観察者(合 計)の

注目領域を頻度の高い ものから並べたものを表1

に示 している。(但 し紙面の都合上上位10位 まで)

 すべてのMotiveに おいて 「頭」の注目頻度が高

いことから, 我々が他者の身体表現を観察する際

には, 習慣的に相手の頭(ま たは顔の表現)に 注

目する傾向があるということが示唆される。また

「背景上」がほぼすべてのMotiveに おいて最 も注

目度の高い領域であり, また 「背景中」も全般的

に注目度が高かったことより, 我々が他者の身体

表現を認識する際, 身体の部分(セ グメン ト)を

追跡 しているのみではなく,「腕 と腹で囲まれた空

間(図2-2)」 や 「両手で作られた空間(図2-3)」, 

また 「身体の延長線(図2-4)」 など, 我々の身体

がつ くりだす 「身体空間」を含めた身体全体か ら

その印象を受容 している可能性を示唆するもので

あると推察されよう。

 また, すべ ての観 察者 において, 上 記の ような

注 目領 域 は, Lonely Mv. やSolemn Mv. な ど, 比

較 的 ゆっ くりと したMotiveほ ど顕 著 にそ の傾 向

が見 られ, 一方 すばやい動 きと大 きな移動 か らな

るDynamaic Mv. にお いて は, 視 線が 身体の動 きよ

りもやや遅 れて追跡 する といった傾向が見 られた。

従 って, 動 きのス ピー ドと移動空 間が注 目領域 に

影響 を与えている ことが推察 される と同時 に, こ

の結 果は, Motlve 全 体 の印象 に影響す る要 因 とし

てのス ピー ド ・移動 空間の重 要性 を示唆す る もの

である と推 察で きよう。

4. ま とめ

 本研 究において明 らかになった身体表現 にお け

る注 目領域 は, 1.動 いている身体部分, 2. 頭(顔), 

3. 身体 空 間であった。O. F Bollnow は,「 舞踊体験

においては主体 ・客体 が解消 され, 人 間は空 間 と
一体 になる」 と述べ, 一 方, J. J. Gibsonは 「人間の

知 覚 は受動 的 な もので はな く能動 的 な もので あ

る」と提 唱 してお り, 本 研究の結果 はO. F. Bollnow

の 空 間理論 やJ. J. Gibson の情 報抽 出理論 な どを始

め とす る哲学 的論考 を少 なか らず実証 的に裏付 け

る ものである と言 え よう。今後 は, 本 研究 で示唆

された注 目領域 としての身体 空間の存在 を より実

証 的に検証す る と共 に, ス ピー ド・移動空 間 との

関連性 や演者が複数 であった場合 の注 目領域 につ

いて も明 らかに してい きたい と考 えている。

表1. 各 Motive に お いて注 目頻 度 の高 かった身 体 領 域
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註) 実験は(株)ATR知 能映像通信研究所の協力を得て行

 い, アイカメラはナック社のアイマックレコーダEMR-

 7を 使用 したo
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